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東京 で旺欝鼻が､た フて し＼ja患各 で竜.伊豆半農の歯舞 では藤池のまま鮭が

咲きみだ､九こ .轟京 を中松とする冬殖九 の各 市場に.鹿 を弘毅歯壕価 ど大草

に供給 していA｡粛査勉東 の伊東酎 声色半島南畜産 にあ ,)藤野庵に面 してい
る /oc声あま ()の部落ゼ あるが .ヤーがレtL/ト･〆ラ 5:､オ ラス孟夏 としだ施

作 ,)部落 としこ頼 られ ている ｡新患 Iil伊藤 の主産葉 であ る絶息膚 ヒ鹿愛碍藩

泉庫 との関連_薮明らかにする二t ヒをや lぐに£こ丘 ク 左_

伊豆半島Li′鮮新盤から浜膚せ北 かけ{_噴出 しf=凌儀 火山 の卓出鹿 からを
っtL､て乎盟地 .沖番地 はきわ めて少丘｣＼のどあるが ′麻に西藤岸 と綻施降

性勉碑が､赤 まれ .火山J&山鹿が鹿渡盤に巌 しこ(､る ｡伊 廉 は蕗硬性に噴出 し

た地,6,k山産科席 のわデか と開 けた率J&tこ立魅 した部 落で.宵餌を山 と各 た

闇よれ ′いまだに変温厳 し自動重患庫 )が屠 られヂ顔､立給 ･帝絶幼女佐藤が

っよい .鮮血が小丘いので.昭舟 の初めまで鹿 渡算 L庚鹿東などぜ生新か､左
てら九 できを .

僻廉 Jこおける勉盈 杓藤色は患者鹿である ことで′ これは菌株濃淡 の藩 に虚

し,西 .九 ･泉 の三方番 は鹿直線 ･激層線 I-L史観されこぞきた 陽あた()のよ

し､南向 き一山魅斜面ビ餌ま れているといろ藩単,&気候 ヒ地形命繋留 ととよ ,て

生L:ていJa.轟伊豆沿孝 に形点される各 繁藤鹿 の泉温 を粛べf=ところ 一伊 蕗

はその中 でも.草･に相好鱒 に患 い気温 を保 ち′無常勉 としての優秀 健 が､席 され

ている .伊豆半島爵 資ゼ ぼノ冬の九番乳が象 L､こと′食 掛 こ患腐劇 勉ゼ廃る こ

となどによって尭鹿が停滞 Lに<く′ その療界雷 が1番 ば､れ にくいという昇碑

JLあIlまゥてし､為と私J'九る.

格和 に入 り.伊豆一帯虹農地で あることを生か しt卑 官サヤ エンドウの思

潮 威鹿 がはじめられ ｢巌金星 ｣ として も ヒEa:車生れた .伊廉でも-時 政ニC)

麗鹿が とり入 れ LL九+=が .祭露盤 として債務なため ′温和 3年 に屠轟半農 の

巌壕者 によ っ亡も左 tLきれ た耳 の露地 によるマ-ガ レ･ント戴唐がはじ､められ

t=4マ-が レ･ントは耐展 性が東 く′冬 の夢地裁虜は 囲鮮 魚嵐ビあ るが ′伊毅

での毅彦は霜害 ･風 波 ′観客 にあらニヒな(巌功 し′ 伊東は欺教嵐鹿まで食

間緒盆マーガ レ､ント終審勉 として放置づ､け ら丸ている .

伊浜で の土地剰 覇の解色は急斜面が私裁腰 間の後 場 としこよく刺 解 され て

ナ＼ること王 .新盤が､/>射 ､f=が Lあるが ′覇穐き飾 磨 は野鼠ゼ凝 立教か㌦＼都
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卦で筋 リ,冬 の蒐威名に艶 す る ことが 署の主な選曲ヒ怠.,て いる,終 (:寒露

萄側斜面 の段畑 紋′轟東 方鹿 のため予 の池 蕗餐蹄 鼠 ヒ底面 せダ鯵rjま ｡と在

るため/マー ガレット畑が泉申 し.かな ,)の農機承 D郵倉にまで及んで いるD

丸 紅どこ- ル-ハ ウス ･プ レ-ム など､を用いない東食夢鹿裁麓であるが′冬 の

弛諺牽威風 を紡ぐため防観象水足どこJcLJL,義盛 にも各 贋 あ紛乳腺麻 が上 東

雲九 t いる ことがわかる .

鹿町′マ -ガ レ ントは各 の畠亀 としてかな {)珍 嘗 生れ 藩 嘘で惑った ｡敏草

魚塵も鬼 は嚢愛敬 きれ戒壇数 姓高ま,)/マ-ガ レ､ソトは達 磨-の出肴藍 ･出

粛 轡を寓鮮 Lr=の どあるが ′好和 30,年 ご名になると息施政 p立_歯嚢 の藤 生

ゼ巌客が噸 藷 にし､か息 くな (),崩壊V)払下とあいま って施 産で は-定慶 の親
密 にとどめられ てい届クマ-ガ レーソトの裏返威 と貯廉 して, グ､ラジ＼ォラス盛

唐 が導 入された . ブラ ､ゞォラスは鹿 ビ戴鹿 する と鹿雅療蜜が象 く′毅鹿が長

っっ､空し数十 のゼあるが 一節激 ビは永田患感を紬 で菰功 し′よ <巌蕗薩壷

をまぬがれ る ことがどきた .水 田の衷搾七適_す月ごと′マ - が し､ソトより義

盛である ニヒによヮーCl,ダラヂオラス戴膚 蛙虚底 に肇象 +,ヒ膚及 し,汲庇 で＼

蛙伊豆で生産 される うちの半数 滋上 をしめて.グ ラジオタス の主産鹿とLT/

成一われできているといえる .

以 上顔点が tL_伊嫁での束歳鹿 に常 しこ密の息がま とめられる.ri新鹿が少

なく一半審車漁の慮顛鼠宮ビあ,呑r=あ′産 は裁塵私麻 か風 易 で′生産療のか

が占め も のがえtLtii来 る.また奥庭 にあ,,て市鹿の動向を敏感 ヒ東欧どきな

いため .及厳 婚な竜のは渡 軒ら九 ′常客 の愛息 した箆 を解畳ま定虻藤森の度
目と して膿併 しノ大聾 に巌えっ サjaや動態藤林 敗者 L/く不利 であるが ′ 繁藤

鹿 として鷹番 盈ため麻養液 をもち/東宮 の薮 を一見 して出番ビきる 薬療 を償

って ,よ くぞの不刺 を息限 している.

故年′南伊 豆C).観怒摺革ブ＼-Aとあいよ りて ′昭如 4/年 にはよ ちゃく単

糸-覇線 の'自動車嵐 藤か輝 湊 に逢 し.帝 蕗の鼻準が考慮 される ｡革 に嵐紙面

では′伊浜の藤にあ E'こ軍産が凝 鬼 をもつ景勝の好感 生壊鹿 ･汲藤崎 の息耳二
品-7,展光賓源 ヒして腹 立 つので藤最が瀦 轟 き丸 ているか .魔女 の ところ 虹凍

き しが､たし､｡
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